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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】排気管路の排気を除湿して供給管路に循環供給
し装置本体内の除湿を行うようにした高圧気体供給装置
を提供する。
【解決手段】装置本体５０内に加圧源４０から高圧気体
を送り込む供給管路３６と装置本体内からの排気を加圧
源に循環する排気管路３７とを有する加圧機構を設ける
と共に、供給管路３６と排気管路３７とをエアドライヤ
３８を具備する除湿管路３９で連結し、排気管路３７の
排気を除湿して供給管路３６に循環供給し装置本体５０
内の除湿を行うようにした。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
高圧気体供給装置において、装置本体内に加圧源から酸素を富化した高圧気体を送り込む
供給管路と装置本体内からの排気を加圧源に循環する排気管路とを有する加圧機構を設け
ると共に、供給管路と排気管路とをエアドライヤを具備する除湿管路で連結し、排気管路
の排気を除湿して供給管路に循環供給し装置本体内の除湿を行うようにした高圧気体供給
装置。
【請求項２】
請求項１に記載の高圧気体供給装置において、エアドライヤの除湿後の空気の温度を所定
の温度に調整可能に設けてなる高圧気体供給装置。
【請求項３】
請求項２に記載の高圧気体供給装置において、エアドライヤの除湿後の空気の温度を所定
の温度範囲に制御可能に設けてなる高圧気体供給装置。
【請求項４】
請求項２又は３に記載の高圧気体供給装置において、所定の温度が摂氏１５乃至２８度の
範囲内の温度からなる高圧気体供給装置。
【請求項５】
請求項１乃至４のいずれかに記載の高圧気体供給装置において、エアドライヤが毎分２０
～１００リットルの排気管路の排気を除湿して供給管路に循環供給するようにした高圧気
体供給装置。
【請求項６】
請求項１乃至５のいずれかに記載の高圧気体供給装置において、エアドライヤが装置本体
内の湿度を２０～６０％に除湿するようにした高圧気体供給装置。
【請求項７】
請求項１乃至６のいずれかに記載の高圧気体供給装置において、排気管路からエアドライ
ヤに排気を送るポンプを設けてなる高圧気体供給装置。
【請求項８】
請求項７に記載の高圧気体供給装置において、ポンプ内を流れる排気の量を調節してエア
ドライヤによる除湿又は温度を調整可能に設けてなる高圧気体供給装置。
【請求項９】
請求項１乃至８のいずれかに記載の高圧気体供給装置において、装置本体が、折り畳み可
能な柔軟性を有する内側袋体と、通気性を有する耐圧性の外側袋体とからなり、内側袋体
の出入口が高圧気体に対して全長に渡って微通気性を有する高圧気体供給装置。
【請求項１０】
請求項９に記載の高圧気体供給装置において、内側袋体の出入口に微通気性を有する微通
気性ファスナーを設けてなる高圧気体供給装置。
【請求項１１】
請求項１０に記載の高圧気体供給装置において、微通気性ファスナーがファスナー全体に
渡ってほぼ均等な通気性を有する高圧気体供給装置。
【請求項１２】
請求項１０又は１１に記載の高圧気体供給装置において、微通気性ファスナーの微通気性
が毎分１０リットル乃至１２０リットルからなる高圧気体供給装置。
【請求項１３】
請求項１２に記載の高圧気体供給装置において、微通気性ファスナーの微通気性が毎分３
０リットル乃至５０リットルからなる高圧気体供給装置。
【請求項１４】
請求項１０乃至１３のいずれかに記載の高圧気体供給装置において、微通気性ファスナー
の周囲に伸張弾力性を有するファスナー取付袋部分を設けてなる高圧気体供給装置。
【請求項１５】
請求項１０乃至１４のいずれかに記載の高圧気体供給装置において、加圧機構の加圧源か
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ら高圧気体を微通気性ファスナーの通気性を補って供給してなる高圧気体供給装置。
【請求項１６】
請求項１乃至１５のいずれかに記載の高圧気体供給装置において、装置本体の内部が１．
１気圧乃至１．５気圧で酸素濃度が２５％乃至５０％になることからなる高圧気体供給装
置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、大気圧以上の高い圧力で空気以上の酸素濃度の濃い気体を人又は動物に供給
して、心身の疲労の回復、美容および健康の増進、新陳代謝の増進によるダイエット効果
、生活習慣病の予防、視力の回復向上等を期待することができる高圧気体供給装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、高山病治療装置として、通気性と高圧気体の内圧に対して耐圧性を有する強度の
大きい外側袋体内に、高圧気体に対して非通気性を有する柔軟な強度の小さい内側袋体を
収容して、内側袋体内に加圧源から高圧気体を送り込み、膨らんだ内側袋体の圧力及び形
状を外側袋体が負担し維持するようになした高圧気体供給装置は知られている（特許文献
１参照。）。
【０００３】
　また、治療室内の内圧を高圧と低圧に交互に切り替えうる切り替え手段を備え、全体が
非通気性のＥＶＡ樹脂、ウレタン、ナイロン、塩化ビニルからなる一体の可撓性のチャン
バからなる高気圧式酸素供給装置において、患者の出入口部分を２重構造にした高圧気体
供給装置も知られている（特許文献２参照。）。
【０００４】
【特許文献１】特公平４－２０３５４号公報
【特許文献２】特許第３７２００３２号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来装置の場合、内側袋体内の湿度が利用者の息や発汗により上がると、更に利用者の
息や発汗が上がり、湿度が上昇する悪循環により、袋内の湿度が７０％以上にもなり、利
用者が快適な環境で利用できない課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで本考案は、請求項１に記載のように、高圧気体供給装置において、装置本体内に
加圧源から酸素を富化した高圧気体を送り込む供給管路と装置本体内からの排気を加圧源
に循環する排気管路とを有する加圧機構を設けると共に、供給管路と排気管路とをエアド
ライヤを具備する除湿管路で連結し、排気管路の排気を除湿して供給管路に循環供給し装
置本体内の除湿を行うようにした高圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【０００７】
　また、本考案は、請求項２に記載のように、請求項１に記載の高圧気体供給装置におい
て、エアドライヤにより除湿した後の空気の温度を所定の温度に調整可能に設けてなる高
圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【０００８】
　また、本考案は、請求項３に記載のように、請求項２に記載の高圧気体供給装置におい
て、エアドライヤの除湿後の空気の温度を所定の温度範囲に制御可能に設けてなる高圧気
体供給装置を提供しようとするものである。
【０００９】
　また、本考案は、請求項４に記載のように、請求項２又は３に記載の高圧気体供給装置
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において、所定の温度が摂氏１５乃至２８度の範囲内の温度からなる高圧気体供給装置を
提供しようとするものである。
【００１０】
　また、本考案は、請求項５に記載のように、請求項１乃至４のいずれかに記載の高圧気
体供給装置において、エアドライヤが毎分２０～１００リットルの排気管路の排気を除湿
して供給管路に循環供給するようにした高圧気体供給装置を提供しようとするものである
。
【００１１】
　また、本考案は、請求項６に記載のように、請求項１乃至５のいずれかに記載の高圧気
体供給装置において、エアドライヤが装置本体内の湿度を２０～６０％に除湿するように
した高圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【００１２】
　また、本考案は、請求項７に記載のように、請求項１乃至６のいずれかに記載の高圧気
体供給装置において、排気管路からエアドライヤに排気を送るポンプを設けてなる高圧気
体供給装置を提供しようとするものである。
【００１３】
　また、本考案は、請求項８に記載のように、請求項７に記載の高圧気体供給装置におい
て、ポンプ内を流れる排気の量を調節してエアドライヤによる除湿又は温度を調整可能に
設けてなる高圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【００１４】
　また、本考案は、請求項９に記載のように、請求項１乃至８のいずれかに記載の高圧気
体供給装置において、装置本体が、折り畳み可能な柔軟性を有する内側袋体と、通気性を
有する耐圧性の外側袋体とからなり、内側袋体の出入口が高圧気体に対して全長に渡って
微通気性を有する高圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【００１５】
　また、本考案は、請求項１０に記載のように、請求項９に記載の高圧気体供給装置にお
いて、内側袋体の出入口に微通気性を有する微通気性ファスナーを設けてなる高圧気体供
給装置を提供しようとするものである。
【００１６】
　また、本考案は、請求項１１に記載のように、請求項１０に記載の高圧気体供給装置に
おいて、微通気性ファスナーがファスナー全体に渡ってほぼ均等な通気性を有する高圧気
体供給装置を提供しようとするものである。
【００１７】
　また、本考案は、請求項１２に記載のように、請求項１０又は１１に記載の高圧気体供
給装置において、微通気性ファスナーの微通気性が毎分１０リットル乃至１２０リットル
からなる高圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【００１８】
　また、本考案は、請求項１３に記載のように、請求項１２に記載の高圧気体供給装置に
おいて、微通気性ファスナーの微通気性が毎分３０リットル乃至５０リットルからなる高
圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【００１９】
　また、本考案は、請求項１４に記載のように、請求項１０乃至１３のいずれかに記載の
高圧気体供給装置において、微通気性ファスナーの周囲に伸張弾力性を有するファスナー
取付袋部分を設けてなる高圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【００２０】
　また、本考案は、請求項１５に記載のように、請求項１０乃至１４のいずれかに記載の
高圧気体供給装置において、加圧機構の加圧源から高圧気体を微通気性ファスナーの通気
性を補って供給してなる高圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【００２１】
　また、本考案は、請求項１６に記載のように、請求項１乃至１２のいずれかに記載の高
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圧気体供給装置において、装置本体の内部が１．１気圧乃至１．５気圧で酸素濃度が２５
％乃至５０％になることからなる高圧気体供給装置を提供しようとするものである。
【考案の効果】
【００２２】
　　本考案に係る高圧気体供給装置によれば、請求項１に記載のように、高圧気体供給装
置において、装置本体内に加圧源から酸素を富化した高圧気体を送り込む供給管路と装置
本体内からの排気を加圧源に循環する排気管路とを有する加圧機構を設けると共に、供給
管路と排気管路とをエアドライヤを具備する除湿管路で連結し、排気管路の排気を除湿し
て供給管路に循環供給し装置本体内の除湿を行うようにした構成を有することにより、従
来装置が、装置本体内の湿度が利用者の息や発汗により上がると共に更に利用者の息や発
汗が上がる悪循環により、袋内の湿度が７０％以上にもなり、利用者が快適な環境で利用
できないのに対し、本考案装置によれば、装置本体の湿気を含んだ排気を除湿管路におい
てエアドライヤで除湿して供給管路を介して装置本体内に供給することができるから、装
置本体内の高圧気体を快適な湿度に維持することができる効果がある。
【００２３】
　また、本考案は、請求項２に記載のように、請求項１に記載の高圧気体供給装置におい
て、エアドライヤにより除湿した後の空気の温度を所定の温度に調整可能に設けてなる構
成を有することにより、加圧機構からの高圧気体に除湿管路から温度調整した除湿空気を
供給することによって装置本体内の温度を快適にすることができる効果がある。
【００２４】
　また、本考案は、請求項３に記載のように、請求項２に記載の高圧気体供給装置におい
て、エアドライヤの除湿後の空気の温度を所定の温度範囲に制御可能に設けてなる構成を
有することにより、除湿した空気の温度を所定の温度に制御して装置本体内の温度を快適
な温度に制御することができる効果がある。
【００２５】
　また、本考案は、請求項４に記載のように、請求項２又は３に記載の高圧気体供給装置
において、所定の温度が摂氏１５乃至２８度の範囲内の温度からなる構成を有することに
より、装置本体内の除湿した空気を利用者が快適と感ずる摂氏１５乃至２８度の範囲内の
温度に制御することができる効果がある。
【００２６】
　また、本考案は、請求項５に記載のように、請求項１乃至４のいずれかに記載の高圧気
体供給装置において、エアドライヤが毎分２０～１００リットルの排気管路の排気を除湿
して供給管路に循環供給するようにした構成を有することにより、装置本体内の除湿した
空気を利用者の快適とする温度にすることができる効果がある。
【００２７】
　また、本考案は、請求項６に記載のように、請求項１乃至５のいずれかに記載の高圧気
体供給装置において、エアドライヤが装置本体内の湿度を２０～６０％に除湿するように
した構成を有することにより、利用者は快適な湿度で過ごすことができ、発汗等による湿
度上昇の悪循環を阻止することができる効果がある。
【００２８】
　また、本考案は、請求項７に記載のように、請求項１乃至６のいずれかに記載の高圧気
体供給装置において、排気管路からエアドライヤに排気を送るポンプを設けてなる構成を
有することにより、ポンプによって排気管からエアドライヤに排気を供給することができ
る効果がある。
【００２９】
　また、本考案は、請求項８に記載のように、請求項７に記載の高圧気体供給装置におい
て、ポンプ内を流れる排気の量を調節してエアドライヤによる除湿又は温度を調整可能に
設けてなる構成を有することにより、ポンプによってエアドライヤが供給する除湿空気の
量を調整して装置本体内の高圧空気の湿度と温度を調整することができる効果がある。
【００３０】
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　また、本考案は、請求項９に記載のように、請求項１乃至８のいずれかに記載の高圧気
体供給装置において、装置本体が、折り畳み可能な柔軟性を有する内側袋体と、通気性を
有する耐圧性の外側袋体とからなり、内側袋体の出入口が高圧気体に対して全長に渡って
微通気性を有する構成を有する構成により、湿気を含めて装置本体内の気体を排出して湿
度と温度の上昇を抑えることができる効果がある。
【００３１】
　また、本考案は、請求項１０に記載のように、請求項９に記載の高圧気体供給装置にお
いて、内側袋体の出入口に微通気性を有する微通気性ファスナーを設けてなる構成を有す
ることにより、内側袋体の加圧膨張時に微通気性の出入口部分は、微流出する気体の流出
圧力によって形を整えられて外側袋体に密着するから、加圧膨張状態で内側袋体が弛みや
皺がよる状態で外側袋体に密着したとしても、出入口部の通気性ファスナー部分には弛み
や皺が生じないから、ファスナーの開き操作が円滑にでき、長期使用によっても耐久性や
気密性が維持される効果がある一方、出入口からの内部気体の微流出によって内側袋体か
ら外側袋体に湿気を排出することができると共に、内側袋体の内部気体の流動と換気がで
きる効果がある。
【００３２】
　また、本考案は、請求項１１に記載のように、請求項１０に記載の高圧気体供給装置に
おいて、微通気性ファスナーがファスナー全体に渡ってほぼ均等な通気性を有する構成に
より、微通気性によるファスナー全体で均等に湿気を除去することができると共に、均等
な微通気性により排気音を微弱にして、集中的な排気音による不快感を緩和することがで
きる効果がある。
【００３３】
　また、本考案は、請求項１２に記載のように、請求項１０又は１１に記載の高圧気体供
給装置において、微通気性ファスナーの微通気性が毎分１０リットル乃至１２０リットル
からなる構成を有することにより、内側袋体の湿気と気圧を所定に維持すべく、供給する
富酸素高圧気体の酸素濃度と供給量に対応して種々の通気性ファスナーを採用することが
できる効果がある。
【００３４】
　また、本考案は、請求項１３に記載のように、請求項１２に記載の高圧気体供給装置に
おいて、微通気性ファスナーの微通気性が毎分３０リットル乃至５０リットルからなる構
成を有することにより、装置本体を酸素富化装置として富酸素高圧気体を毎分３０乃至５
０リットル供給することで排気調整弁等を用いることなくバランスさせることができる効
果がある。
【００３５】
　また、本考案は、請求項１４に記載のように、請求項１０乃至１３のいずれかに記載の
高圧気体供給装置において、微通気性ファスナーの周囲に伸張弾力性を有するファスナー
取付袋部分を設けてなる構成を有することにより、内側袋体を加圧膨張するときに微通気
性ファスナーに長手方向に直線的に伸張しやすい伸張弾力性を付与することができる効果
がある。
【００３６】
　また、本考案は、請求項１５に記載のように、請求項１０乃至１４のいずれかに記載の
高圧気体供給装置において、加圧機構の加圧源から高圧気体を微通気性ファスナーの通気
性を補って供給してなる構成を有することにより、高圧気体状態を維持しながら微通気性
ファスナーによって湿気を除去することができる効果がある。
【００３７】
　また、本考案は、請求項１６に記載のように、請求項１乃至１５のいずれかに記載の高
圧気体供給装置において、装置本体の内部が１．１気圧乃至１．５気圧で酸素濃度が２５
％乃至５０％になることからなる構成を有することにより、装置本体を酸素富化装置とし
て提供することができる効果がある。
【考案を実施するための最良の形態】
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【００３８】
　以下図示する実施例のより本考案を説明する。
【実施例１】
【００３９】
　図１において、４０は、酸素富化膜等を介して酸素を富化した高圧気体の加圧源となる
コンプレッサで、本考案の装置本体５０に連結する高圧気体の供給管路３６によって、矢
標Ａ、Ｂのように装置本体５０内に高圧気体を供給すると共に、装置本体５０からは排気
管路３７を介して矢標Ｅ、Ｆのように装置本体５０内の高圧空気を回収して酸素を富化し
て高圧気体として再度供給管３６から装置本体５０内に循環して供給するように構成して
ある。
【００４０】
　本考案装置は、前記供給管路３６と排気管路３７との間をエアドライヤ３８を具備する
除湿管路３９で連結し、矢標Ｄで示すように排気管路３７の排気の一部をポンプ４１で除
湿管路３９に取り込んでエアドライヤ３８に送り込み除湿させ、矢標Ｃで示すように除湿
した空気を供給管路３６に循環供給し、装置本体５０内の除湿を行うように構成してある
。
【００４１】
　上記エアドライヤ３８は除湿機能を有すると共に除湿した空気の温度を調整する機能を
有し、装置本体５０内の湿度と温度に対応して除湿する排気の量と温度を制御する構成に
することが可能である。上記エアドライヤ３８本体が除湿すべき空気を吸排気するポンプ
機能を内蔵する構成にすることも勿論可能である。
【００４２】
　図示の実施例の場合、ポンプ４１は、エアドライヤ３８に供給する排気の量を調整する
機能を有し、ポンプ４１を制御することによって除湿する排気の量と除湿空気の温度を調
整することができる。
【００４３】
　上記本考案に係るエアドライヤ３８は、毎分約２０～１００リットルの範囲内で排気管
路３７の排気を除湿して供給管路３６に循環供給することができ、装置本体５０内の湿度
を約２０～６０％に除湿することができるように構成してある。また、エアドライヤ３８
は、除湿後の空気の温度を、例えば、約摂氏１５乃至２８度の範囲内の所定の温度に調整
可能に設けてあり、供給管路３６を介して装置本体５０内に供給してその温度を、例えば
、摂氏１５乃至２８度の範囲内の所定の温度に調整して、装置内の温度を利用者に快適な
湿度と温度に保持することができるように構成してある。
【００４４】
　なお、従来通り、コンプレッサ４０により毎分２０リットルの排気を酸素富化して毎分
２０リットルの割合で装置本体５０に供給して、外気約摂氏２５度のとき装置本体内の温
度が摂氏約３０度で湿度が約７０％であった時に、除湿管路３９のエアドライヤ３８によ
り毎分約７０リットルを約３０％に除湿して摂氏約２５度で供給管路３６に供給するだけ
で、装置本体５０内の温度を摂氏約２８度以下で湿度を４０％以下に簡単に下げることが
できた。
【実施例２】
【００４５】
　図２に記載の実施例において、１は通気性と折り畳み可能な柔軟性を有すると共に高圧
気体の内圧に対して耐圧性を有する上記装置本体５０の外側袋体で、帆布、ナイロンの強
化繊維を含む織物、網状体等の軽量で引っ張り強度の大きい素材からなり、中に人が横臥
して入れる横長胴部２と前後面部３で封鎖した横長筒状体の形状をなしている。
【００４６】
　横長胴部２の上面には長手方向に耐久性ファスナー５によって開閉する出入口が設けて
ある。６は出入口の両側に長手方向に設けた布状の補強材である。なお、補強材６は横長
胴部２の下面にも対象的に設けてある。
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【００４７】
　また、図では省略したが、横長胴部２の人間が横臥したときに顔の横に位置する側面部
に、耐圧性の透明合成樹脂からなる透視窓部を設けてある。
【００４８】
　実施例の場合、前後面部３は前面と後面とが同じ円形状からなると共に、実質的に横長
胴部２と同じ素材からなり、図６に記載のように、前後面部３の周縁部と横長胴部２の端
部とを引っ張り強度の大きいナイロンの強化繊維等からなる糸状の連結固定部材４によっ
て一体に固定してあり、内圧を受けてほぼ球状に膨らむこととなる。
【００４９】
　図３において、１０は折り畳み可能な柔軟性を有すると共に、微通気性ファスナー１３
の出入口以外は非通気性を有する上記装置本体５０の内側袋体で、実施例の場合、透明又
は半透明の薄いビニール樹脂等の合成樹脂材からなり、窓を設けることなく内外から反対
側を透視できると共に、軽量で小さく折り畳んで移動することができる。
【００５０】
　内側袋体１０は外側袋体１に比較してやや大きめな形状からなり、横長胴部１１と前後
面部１２とは非通気性の同一素材の合成樹脂を熔着して一体に連結してある。また、横長
胴部１１の上面には外側袋体１とほぼ同じ位置に微通気性ファスナー１３で開閉する出入
口が設けてある。
【００５１】
　内側袋体１０の出入口に設けた微通気性ファスナー１３は、内側袋体１０を加圧膨張す
る際に微流出する気体の流出圧力により膨出して皺や弛みを除去され、外側袋体１に対し
て形を整えられて密着するから、加圧膨張状態で内側袋体１０の一部が弛みや皺がよる状
態で外側袋体に密着したとしても、利用者の出入口部分には弛みや皺が生じないから、予
想外の収縮や引っ張り応力によって気密性が阻害される恐れがなく、且つ、出入口部分に
弛みや皺が生じないから、出入口に設けた微通気性ファスナー１３の開き操作が円滑にで
き、長期使用によっても耐久性や気密性が維持される効果がある一方、出入口からの内部
気体の微流出によって内側袋体から外側袋体に加わる圧力を緩和することができると共に
、内側袋体の内部気体の流動と換気ができ、湿気を除去することができる効果がある。
【００５２】
　また、本考案は、前記の高圧気体供給装置において、微通気性ファスナーの微通気性が
毎分１０リットル乃至１２０リットルからなる構成を有する。内側袋体の気圧を微通気性
ファスナーの微通気性（排気量）に合わせて、大気圧が１．０気圧で酸素濃度が約２１％
なのに対して、利用者の酸素必要濃度に合わせて、所定に維持すべく、供給する富酸素高
圧気体の供給量を供給することによって、種々の通気性ファスナーを採用することができ
る。
【００５３】
　また、本考案は、微通気性ファスナーの微通気性を毎分３０リットル乃至５０リットル
からなる構成にすることにより、装置本体を酸素富化装置として富酸素高圧気体を毎分３
０乃至４０リットル供給することで排気調整弁等を頻繁に用いることなく好ましくバラン
スさせることができる。
【００５４】
　なお、この場合。排気調整弁は、酸素富化装置として、毎分０乃至２００リットルの排
気調整ができれば好ましい。
【００５５】
　また、本考案は、前載の高圧気体供給装置において、内側袋体の内部が１．１気圧乃至
１．５気圧で酸素濃度が２５％乃至５０％からなる構成にすることにより、装置本体を酸
素富化装置として提供することができる。
【００５６】
　また、前記高圧気体供給装置は、成人の大人用であれば、横幅及び高さが約８０ｃｍ乃
至１００ｃｍ等、長さが１９０ｃｍ乃至２２０ｃｍ等に設定でき、子供用或いは犬等用で
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あれば、横幅及び高さが約６０ｃｍ乃至１００ｃｍ等、長さが１００ｃｍ乃至１８０ｃｍ
等に設定でき、また、幼児用或いは猫等用であれば、横幅及び高さが約４０ｃｍ乃至１０
０ｃｍ等、長さが５０ｃｍ乃至１２０ｃｍ等に設定できる。
【実施例３】
【００５７】
　図８又は図９に記載の実施例の場合、内側袋体１０の内部には、横長胴部２の両端部に
位置して内接する中空リング体３０を設けると共に、前記中空リング体３０の間に中空敷
物体３１を一体に収容してある。中空リング体３０及び中空敷物体３１は、それぞれ手動
又は電動の空気ポンプで膨らませることができ、内側袋体１０内に中空リング体３０と中
空敷物体３１を収容して膨らませることによって、横長筒状体からなる装置本体５０を出
入口を開いた状態で組み立て状態に維持することができる。また、出入口を開いた状態で
維持することができるから、利用者が内及び外側の袋体１，１０からかなる装置本体内に
自由に出入りすることができると共に、一端部を頭位置にして楽に横臥することができる
。
【実施例４】
【００５８】
　図１０に記載の実施例において、外側袋体１の耐久性ファスナー５の両側には、補強材
６と平行して長手方向に棒状の出入口支持枠体２８を設けあり、前記中空リング体３０と
中空敷物体３１を収容して膨らませることによって成形した横長筒状体の装置本体５０に
おいて、出入口を開いた状態で出入口支持枠体２８によって外側袋体１の出入口を確実に
支持することができるから、利用者が袋体内に楽に横臥することができると共に、出入口
から自由に出入りすることができる。
【００５９】
　出入口支持枠体２８は、外側袋体１に一体に取り付けた柔軟な中空取付枠内に中空な棒
状体を差し込んで簡単に構成することができると共に、パイプ状の棒状体は伸縮自在な釣
り竿又は折り畳み式の杖等のような伸縮構造を備えることが携帯、運搬する上で好ましい
。
【実施例５】
【００６０】
　図１１又は図１２に記載の実施例の場合、内側袋体１０と外側袋体１とに、互いに着脱
可能に固定する着脱部材３２，３３を設けてあり、組み立て時や空気排出後に内外の袋体
１，１０を互いに着脱可能に固定して、主として互いの出入口がずれないように構成して
ある。従って、着脱部材３２，３３は内側袋体１０と外側袋体１の出入口の付近に配設す
ることが好ましく、互いの出入口がずれないように合致させることができる。
【００６１】
　また、着脱部材３２，３３はボタンやフックにより定点的に互いに着脱する構成にする
こともできるが、互いに着脱自在に掛合する多数のフックとループを備えた面ファスナー
からなる構成にすることにより、着脱面をずらせて着脱することができるから着脱部材の
面積の大小と配置と着脱操作を容易にする効果がある。
【実施例６】
【００６２】
　なお、図１１において、３４は内側袋体１の微通気性ファスナー１３を予め一体に固着
したファスナー取付袋部分で、個別に製作した内側袋体１０の横長胴部１１の部分と一体
に接着又は溶着して設けてある。
【００６３】
　ファスナー取付袋部分３４は、他の内側袋体１０の横長胴部１１の部分より大きい伸張
弾力性を有する構成にして、内側袋体１を加圧膨張するときに微通気性ファスナー１３に
長手方向に直線的に伸張しやすい伸張弾力性を付与することができる。ファスナー取付袋
部分３４の伸張弾力性を付与する手段としては、ファスナー取付袋部分３４を弾力性の比
較的大きい素材から製作する手段、同じ素材で他の袋部分より肉厚の大きい材料を使用し
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て製作する手段を挙げることができる。
【００６４】
　図１１の実施例の場合、そのファスナー取付袋部分３４上に面ファスナー３２を接着し
て設けてある。図では配置を省略したが、図１１に記載のように、面ファスナー３２に相
対する外側袋体１の内側に面ファスナー３３が配設してある。
【実施例７】
【００６５】
　また、図９，１０又は１２に記載のように、装置本体５０の外側袋体１の横長胴部２の
外側の両側に位置して、長手方向に支持中空体３５を設けてあり、横長筒状体からなる装
置本体５０を横転しないように支持中空体３５によって支持することができるように構成
してある。
【００６６】
　実施例の場合、支持中空体３５は柔軟な膨張及び折り畳み可能な円柱状の袋体からなり
、図１２に記載のように、外側袋体１に面ファスナー等によって直接に一体に取り付ける
こともできるが、左右の支持中空体３５を平行に連結帯で連結する構成にすることによっ
て、図８に記載のように、支持中空体３５の間の前記連結帯の上に横長筒状体からなる装
置本体５０を載置することによって、支持中空体３５を装置本体５０の両側に容易に安定
して設置することができる。
【実施例８】
【００６７】
　また、本考案は、図２、３に記載のように、内側袋体１０の一前後面部１２と外側袋体
１の一前後面部３には、組み立て時にほぼ一致する位置に任意個数の貫通孔１４、７が設
けてある。また、貫通孔１４、７の周囲には密着して高い気密性が得られる合成樹脂膜等
からなる補強枠材１５を一体に設け、貫通孔１４，７に強度的な厚みを付与する共に、同
時に締め付け時にパッキング効果を付与するように構成してある。
【００６８】
　また、図６、７に記載のように、柔軟な外側袋体１のファスナー５を開いて、柔軟な内
側袋体１０をその中に収容し、前記貫通孔１４，７を合致させ、パイプ状の連結部材２０
を嵌合することによって内外の袋体１０，１を組み立て可能に設け、連結部材２０によっ
て加圧源からの高圧気体を供給するように構成してあり、内側袋体１と外側袋体１０とを
貫通孔１４、７に嵌合するパイプ状の連結部材２０によって内外の袋体を組み立てること
ができると共に、連結部材２０によって加圧源からの高圧気体を内側袋体１０内に供給し
て一体に装置を膨張することができる。
【００６９】
　また、連結部材２０は、図６又は図７に記載のごとく、中央に雌ネジ付きの連結孔２２
を有する連結ボルト部２１の頭部を内側袋体１０の内側にしてボルトネジ部２３を貫通孔
１４、７に通し、次いで、外側袋体１の外側からパッキング２４を介して連結ナット部２
５をボルトネジ部２３にねじ込み、強固に締め付けて連結部材２０を貫通孔１４、７に固
定し、連結孔２２の雌ネジ部にパイプ状の接続管部材２６の雄ネジ部２７を気密を維持す
るまで螺合して、貫通孔１４、７への取り付けが完了する。
【００７０】
　この作業を、実施例では４個所で行うことによって、内側袋体１０と外側袋体１とを連
結して組み立て、接続管部材２６に、図では省略した加圧源からの高圧気体の充填用パイ
プ、充填後の空気循環補助用の排気パイプ、装置内の酸素濃度、気圧、温度、湿度等の検
出装置、使用後排気用パイプを取り付けて、本考案装置の使用準備は完了する。
【実施例９】
【００７１】
　内側袋体１０内に利用者が寝そべることができる敷物や頭部を保護する枕等を収容し、
利用者が横臥した状態で内側の微通気性ファスナー１３を閉じ、空気より酸素濃度のやや
濃い高圧気体の充填を開始し、内側袋体１０が、図４に記載の状態を経てある程度の形を
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なす大きさに膨らんだところで外側袋体１の耐圧性ファスナー５を閉じて、図５に記載の
ように、内側袋体１内の気圧が周囲の大気圧より高い所定の圧力に達するまで膨張させる
と、内側袋体１０の加圧膨張によって微通気性ファスナー１３からなるの利用者の出入口
部分は、微流出する気体の流出圧力によって膨出する方向に沿って形を整えられて外側袋
体５に密着し、高圧気体の充填の継続により加圧膨張状態で所定の圧力で外側袋体１に安
定して密着することとなる。
【００７２】
　従って、微通気性ファスナー１３に予測を超える収縮や引っ張り応力が加わって変形し
た状態で外側袋体１に密着するようなことがないと共に、内側袋体１０から外側袋体１に
不用意な高圧力が作用することを緩和することができることとなる。
【００７３】
　また、出入口部分に弛みや皺が生じないから、出入口に設けた微通気性ファスナー１３
の開き操作が円滑にでき、長期使用によっても耐久性や気密性が維持される一方、仰向け
に横臥した利用者の顔の上方の微通気性ファスナー１３からの内部気体が微流出するから
、内側袋体１０の内部気体の流動と換気が利用者の顔の上方で快適にできることとなる。
【００７４】
　一定の高圧気体の供給は、微通気性ファスナー１３から気体が噴出を開始した後、利用
者の様子を観察しながら、また、希望を聞きながら、所定時間経過するまで、所定の酸素
濃度と気圧、温度、湿度を制御しながら継続されることとなる。
【００７５】
　なお、通常の場合、人体は１気圧の酸素濃度２１％の大気から肺でガス交換をし、体内
では炭酸ガスと交換した酸素を赤血球により細胞に運び酸素濃度の低い細胞とガス交換し
て肺に戻り、気圧が上がれば取り込む酸素濃度も上がり、酸素濃度６０％以上になると酸
素中毒を起こすと言われているから、本願装置の供給気体の酸素濃度は、体に負担をかけ
ない大気の酸素濃度２１％以上４０％未満で、３０～３５％が好ましく、高圧時の気圧は
１．２気圧から１．３気圧で、好ましくは１．２２気圧乃至１．２５気圧が好ましい。
【００７６】
　図５の装置本体の加圧膨張状態において、内側袋体１０はその微通気性を越えて充填さ
れる気体を密封して膨張状態に向かって膨らもうとする状態にあるが、通気性があり耐圧
性の外側袋体１は、図４で示す内外袋体の中間に存在する空気８を間に閉じ込めることな
く外側袋体１から外気に自由に放出し、内側袋体１０の膨張力に抗して横長円筒形状を維
持し、前後面部３が球形状に膨らむ程度で、内側袋体１０を内側に密着した状態で押し込
め、装置外形を維持することとなる。
【実施例１０】
【００７７】
　従って、内側袋体１０は、内圧を受けて膨張した状態で外側袋体１より大きくなる膨張
性を備えればよいから、単に内圧を受けない状態で外側袋体１より大きい条件を満たす場
合だけではなく、内圧を受けない状態では外側袋体１より容量は小さいが、内圧を受けて
膨張した状態では外側袋体１より大きくなる伸縮性又は伸展性を有する袋体であってもよ
いことになる。
【００７８】
　そして、この場合も、内側袋体１０は膨張の途中の状態で外側袋体１に密着して膨張を
止めた状態であるから、内側袋体のファスナー１３は周囲の袋体部分から強い引っ張り力
を受けない状態に維持されることとなる。
【実施例１１】
【００７９】
　外側袋体１の耐圧性ファスナー５は内側袋体１の膨張力を保持する耐圧性を必要とし、
内側袋体１０の微通気性ファスナー１３は、供給される外気より高い所定圧力に空気を閉
じ込めた状態に維持する所定の非通気性を必要とする。この供給される高圧気体との関係
で通気し、内側袋体１０内を所定の圧力に維持することができる微通気性ファスナーを本
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考案では微通気性ファスナーと称する。
【００８０】
　また、外側袋体１の耐圧性ファスナー５は、外側袋体１が通気性を有することにより、
従来の袋体が非通気性の場合に比較して、内側袋体１０との間の空気８を排出するための
通気性を必須の条件としないから、通気性に関して自由な構成のファスナーを採用するこ
とができる。
【００８１】
　即ち、外側袋体１のファスナー５は通気性があってもなくても所定の耐圧性があればよ
いのに対して、内側袋体１０のファスナー１３は所定の耐圧性は必要であるが微通気性に
よって自らの耐圧性を緩和することができる。
【００８２】
　そして、内側袋体１０の微通気性ファスナー１３がファスナー全体に渡ってほぼ均等な
微通気性を有することより、微通気性によるファスナー全体の耐圧性を緩和することがで
きると共に、均等な微通気性により排気音を微弱にして、ファスナー両端部や隙間からの
集中的な排気音による不快感を緩和することができる。
【００８３】
　また、この場合、加圧機構の加圧源から高圧気体を微通気性ファスナー１３の通気性を
補って供給することより、高圧気体状態を維持しながら微通気ファスナー１３によって内
部空気の換気をすることができる。
【実施例１２】
【００８４】
　また、本考案は、外側袋体１のファスナー５と内側袋体１０のファスナー１３とが直接
に接しないように設けてあることより、互いにファスナーの開閉を阻害しないように構成
してある。９，１６はそれぞれファスナー５，１３のスライダ取っ手である。
【００８５】
　この場合、外側袋体１のファスナー５と内側袋体１０のファスナー１３との配設位置を
お互いが重なり合わない位置に外して設けることもできるが、実施例の場合、図４又は図
５に記載のように、外側袋体１と内側袋体１０のファスナー５，１３の間に、長手方向に
沿って、隔膜体１７を設けてある。隔膜体１７は外側袋体１のファスナー５の下側に沿っ
て長手方向にファスナー５の両側から２重に延設してあり、それぞれ相対するファスナー
５，１３に相対するように設けてある。
【００８６】
　また、この実施例の場合、隔膜体１７は非通気性の膜体からなり、内側袋体１０の微通
気性ファスナー１３が非通気性の膜体を介して外側袋体１に密着し、加圧膨張時の非通気
性を増強することができるように構成してある。
【００８７】
　なお、隔膜体１７はファスナー１３の上側に内側袋体１０に設けることも可能であり、
この場合、ファスナー１３のスライダ取っ手１６を隔膜体１７が覆って外側から操作しに
くくなるから、スライダ取っ手１６を内側袋体１０の内側に突出させて設け、中から利用
者が開けることができるようにすることができる。
【００８８】
　しかし、ファスナー５，１３の配設位置をお互いが重なり合わない位置に外して設ける
場合には、微通気性ファスナー１３に隔膜体１７を設ける必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本考案装置の一実施例の要部を示す概略説明図。
【図２】その一実施例の要部を示す概略斜視図。
【図３】その一実施例の他の要部を示す概略斜視図。
【図４】図２の実施例の要部の一使用態様を縦断して示す概略縦断面図。
【図５】図２の実施例の要部の他の使用態様を縦断して示す概略縦断面図。
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【図６】図２の実施例の一部の断面を示す概略断面図。
【図７】その一部を取り出して分解して示す概略分解斜視図。
【図８】本考案装置の一実施例の他の要部を示す概略斜視図。
【図９】図８の実施例の要部の一使用態様を縦断して示す概略縦断面図。
【図１０】その一実施例の他の要部を示す概略斜視図。
【図１１】その他の実施例の要部を示す概略斜視図。
【図１２】図１１の実施例の要部の一使用態様を縦断して示す概略縦断面図。
【符号の説明】
【００９０】
１　　外側袋体
２　　横長胴部
３　　前後面部
４　　連結固定部材
５　　ファスナー
６　　補強材
７　　貫通孔
８　　空間
９　　スライダ取っ手
１０　内側袋体
１１　横長胴部
１２　前後面部
１３　微通気性ファスナー
１４　貫通孔
１５　補強枠材
１６　スライダ取っ手
１７　隔膜体
２０　連結部材
２１　連結ボルト部
２２　連結孔
２３　ボルトネジ部
２４　パッキング
２５　連結ナット部
２６　接続管部材
２７　雄ネジ部
２８　出入口支持枠体
３０　中空リング体
３１　中空敷物体
３２　着脱部材
３３　着脱部材
３４　ファスナー取付袋部分
３５　支持中空体
３６　供給管路
３７　排気管路
３８　エアドライヤ
３９　除湿管路
４０　コンプレッサ
４１　ポンプ
５０　装置本体
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